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1. 九州家政学会 にμいて報告した第１報で は主 に糸

状菌損傷の物理的変化を考察したが，今回は糸状菌損傷

が皮革 の化 学的組成 に及ぼ す影響 すなわち損傷糸状菌が

皮 革成 分をどのよ うに代謝 利用するかについての大略を

考察し得 る結果 を得たので報告する。

2.　前回の実験 に用い た衣 料用 ソフトレザーの物理的

測 定を終 えた試料 をそ のまま，お のおの表面積 １平方 粍

に細切し たものを供試し た。試料区 分はARF 接種区①,

BRF 接種区③, 並びに 対 照区②. である。皮 革各区分

の分析法 は日本工業 規格 に準じ た。

3.　分析の結果，水 分，全灰 分につい ては接 種区と対

照区との間に殆 んど差 異が認 められなかった。し かし ，

脂 肪分は①ll,   45% ③は15,   17% ③21,  73% と損 傷糸状

菌 の利 用が顕著に見られた。また,皮質分,可溶性成分，

可 溶性灰 分においても損傷糸状菌 の利用 による減 量と考

察される変動 が認められた。

これらの結果 から皮革類 の糸状菌損傷 には，そ の脂肪

分 の存在が極 めて大 きな影響 を有し てい ると思われたの

で，皮 革片をエ ーテルで洗醵して表層 の脂 肪分を可 及的

に除い たものに供試糸状菌を接種し，そ の菌叢 の生育 状

態を観 察した。そ の結果菌叢 の出現 は3  日遅 れ菌叢 の発

達も極めて不良であ るこ とが明らか に認 められ た。以上

の結果 は製革作業の加脂工程に留意す べき問題 点が存在

するこ とを暗示していると考察され る。


